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取
ら
れ
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
元
気
に
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
満　
８８

歳
（　

人
）
の
米
寿
の
方
々
に
京

２４

都
府
か
ら
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

　

歳
（　

人
）、　

歳
（　

人
）

８５

３３

７７

９６

の
喜
寿
の
方
々
に
、
町
社
協
か
ら

長
寿
を
祝
う
記
念
品
（
座
布
団
、

茶
碗
・
湯
呑
み
セ
ッ
ト
）
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

昼
食
の
お
弁
当
を
食
べ
た
あ
と

に
は
『
素
人
演
芸
会
』
が
行
わ
れ
、

町
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
に
加
入
さ
れ

て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
教
室
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
歌
謡
曲
や
日
本
舞

踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
玉
川
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
歌
と
踊
り
を
披
露
、
最

後
に
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
心
温
ま

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
大
き
な
拍
手
や
歓
声

ま
す
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
汐
見
町
長

は
「
皆
さ
ん
は
数
多
く
の
苦
難
を

乗
り
越
え
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
苦
労

の
上
に
今
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
豊
富
な
知
識
と
経
験
で
若
い

世
代
に
ご
指
導
願
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
お
健
や
か
に
お
元
気
で
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
府
知
事
代
理
の
和
田
山
城

北
保
健
所
長
、
小
川
町
議
会
議
長

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
井
手
町
在
住
の　

歳
７０

以
上
の
お
年
寄
り
、
１
５
３
６
人

（
男
性
６
２
０
人
、
女
性
９
１
６

人
）
を
対
象
に
行
わ
れ
、
式
典
に

は
こ
の
う
ち
６
５
３
人
の
方
々
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
年　

歳
に
な
ら

９５

れ
た　

人
を
代
表
し
て
、
上
田
正

１２

行
さ
ん
（
玉
水
区
）、
森
田
喜
子
さ

ん
（
西
部
区
）
が
汐
見
町
長
か
ら

表
彰
状
と
お
祝
い
の
毛
布
を
受
け

　

井
手
町
敬
老
祝
賀
式
が
、　

月
１０

７
日
（
金
）、
山
城
勤
労
者
福
祉
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
賀
式
は
、
お
年
寄
り
の

長
寿
を
祝
い
、
一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
井
手
町
と

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
島 

三

会
長
）
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

式
典
で
西
島
会
長
は
「
皆
さ
ん

の
お
元
気
な
お
姿
、
ご
長
寿
を
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
活
動
、
皆
さ
ん
の
心
身
と

も
に
生
き
が
い
あ
る
生
活
が
送
れ
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が
響
き
渡
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
と
て
も

楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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井
手
町
戦
没
者
追
悼
式
が
、　
１０

月　

日
（
金
）、
自
然
休
養
村
管
理

２１
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
厳
粛
に
行
わ

れ
、
戦
没
者
２
６
１
柱
の
ご
冥
福

を
祈
る
と
と
も
に
、
戦
争
の
な
い

恒
久
平
和
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
遺
族
や
町
内
外
か

ら
来
ひ
ん
の
方
々
約
１
３
０
人
が

参
列
さ
れ
る
な
か
、
全
員
に
よ
る

黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

汐
見
町
長
は
「
先
の
戦
争
に
よ

り
最
愛
の
肉
親
を
犠
牲
に
捧
げ
ら

れ
た
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の
ご
心
情

を
察
す
る
と
、
お
慰
め
の
言
葉
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
戦
後
の
食
糧

不
足
や
不
安
定
な
世
相
の
中
で
、

苦
難
に
耐
え
子
弟
を
育
て
ら
れ
た

こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。

戦
争
の
な
い
恒
久
平
和
の
願
い
を

も
ち
、
世
界
平
和
に
努
力
す
る
こ

と
が
戦
没
者
に
報
い
る
道
で
あ
る

と
思
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
府
知
事
代
理
の
奥
原

山
城
広
域
振
興
局
長
や
小
川
町
議

会
議
長
、
宮
本
井
手
地
区
遺
族
会

長
ら
か
ら
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
菊
の

花
を
献
花
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
遺
族
を
代
表
し
て
多

賀
地
区
遺
族
会
長
の
奥
田
康
亨
さ

ん
か
ら
、
汐
見
町
長
に
式
典
開
催

の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
記
念
講
演
が
あ
り
、

長
光
寺
住
職
の
森
隆
明
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、『
心
か
ら
の
祈
り
』
と

題
し
て
、
約
１
時
間
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
「
第
２
次
世
界
大
戦

で
は
、
６
千
万
人
の
人
が
戦
争
で

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
た
め

に
命
を
無
く
し
て
い
ま
す
。
私
も

　

歳
の
と
き
に
戦
争
に
行
っ
て
い

２０ま
し
た
。
生
き
て
帰
っ
て
来
て
幸

せ
で
す
が
、
多
く
の
人
は
自
分
の

意
志
と
は
無
関
係
に
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
追
悼
式
は
非
戦
を
誓
い

平
和
を
願
う
こ
と
で
す
。
追
悼
式

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
和

な
社
会
の
証
し
で
す
。」と
語
り
か

け
ら
れ
、
参
列
者
は
時
折
う
な
ず

い
た
り
し
な
が
ら
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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奈
良
時
代
の
文
人
や
庶
民
の
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、
町
内
を
練
り

歩
く「
橘
諸
兄
公
時
代
絵
巻
行
列
」

（
主
催：

井
手
町
ま
ち
づ
く
り
塾

＝
大
西
敏
彦
塾
長
、
後
援：

井
手

町
、
町
教
育
委
員
会
）
が
、　

月
１０

　

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２３
　

こ
の
行
列
は
、
奈
良
時
代
の
文

人
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
っ
た
橘

諸
兄
が
、
井
手
の
里
に
居
を
構
え

た
こ
と
に
ち
な
ん
で
奈
良
時
代
の

衣
装
な
ど
を
ま
と
っ
て
町
内
を
練

り
歩
き
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
ま
ち
お
こ
し
を
図
る
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
。
８
回
目
と
な
る
今

回
も
、
町
内
外
か
ら
参
加
者
を
公

募
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
一
般
参
加
者
や
町
内
の

保
育
園
児
や
小
学
生
な
ど
約
１
０

０
人
が
奈
良
時
代
の
衣
装
を
ま
と

い
、
多
賀
地
区
は
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ

イ
モ
ア
㈱
、
井
手
地
区
は
い
づ
み

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト

地
点
と
し
て
、
２
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
行
列
は
雅
楽
と
、

行
列
を
先
導
し
た
和
太
鼓
サ
ー
ク

ル
『
左
馬
』
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
、
優
雅
に
一
歩
一
歩
足
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
多
賀
地
区
の

行
列
は
巡
行
の
あ
と
、
山
城
多
賀

駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
を
利
用
し
て

玉
水
駅
に
到
着
、
井
手
地
区
の
行

列
と
駅
前
で
合
流
後
、
橘
諸
兄
を

先
頭
に
、
一
行
は
最
終
地
点
の
井

手
小
学
校
ま
で
優
雅
に
巡
行
し
ま

し
た
。

　

井
手
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
大
西
塾
長
か
ら

「
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
、
８
回
目
と
な
る
こ
の
行
列

も
様
々
な
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

井
手
町
の
時
代
祭
と
し
て
定
着
を

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
抽
選
会
や

模
擬
店
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
ひ
ん
と
し
て
出
席

さ
れ
た
汐
見
町
長
が
「
時
代
絵
巻

行
列
は
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
塾
が

町
の
活
性
化
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
ろ
う
と
開
催
さ
れ
、
今
年
で

８
回
目
の
開
催
で
す
。
町
内
外
か

ら
の
参
加
者
や
留
学
生
の
方
も
参

加
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
一
堂
に

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
町
内

の
商
店
を
は
じ
め
井
手
町
商
工
会

女
性
部
、
小
町
会
、
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
保
護
友
の
会
の
ほ
か
、
府
内
各

地
の
特
産
品
の
販
売
や
伊
根
漁
港

直
送
の
鮮
魚
や
お
餅
な
ど
の
販
売

は
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
企
業
協
賛
の
「
抽
選
会
」

が
行
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
が
名
前
を

読
み
上
げ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

集
ま
る
こ
と
で
、
交
流
と
い
う
点

で
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
様
々

な
催
し
物
も
充
実
し
て
い
ま
す
の

で
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

ま
た
、
衣
装
を
ま
と
っ
て
行
列

に
参
加
さ
れ
た
奥
原
府
山
城
広
域

振
興
局
長
か
ら
も
「
橘
奈
良
麻
呂

の
奥
原
と
申
し
ま
す
。
時
代
絵
巻

行
列
は
例
年
盛
大
に
開
催
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
井
手
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
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食
改
メ
ン
バ
ー
が
『
ヘ
ル
ス 

　

サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
養
成 

　
　
　
　

講
習
会
を
開
催

　

９
月　

日
（
火
）、
自
然
休
養
村
管
理

２７

セ
ン
タ
ー
で
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
杉
本
昌
子
会
長
）
に
よ
る
講
習

会
が
行
わ
れ
、
商
工
会
女
性
部
の
メ
ン

バ
ー
や
主
婦
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
京
都
府
が
進
め
る

『
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー　

事
業
』
を
受
け

２１

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、「
自
分
の
身
体
レ

ベ
ル
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
基
づ
い
た
健

康
づ
く
り
を
実
行
し
て
、
食
生
活
を
通

じ
て
自
分
の
健
康
管
理
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
体
脂
肪
チ

ェ
ッ
ク
、
塩
分
控
え
め
の
食
生
活
な
ど

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
あ
と
、
塩
分

摂
取
を
１
日　

グ
ラ
ム
以
下
の
目
標
に

１０

し
た
「
豆
腐
と
わ
か
め
の
み
そ
汁
」「
マ

グ
ロ
の
ア
ー
モ
ン
ド
衣
焼
き
」「
切
干
大

根
の
中
華
風
サ
ラ
ダ
」「
小
松
菜
の
蒸
し

ケ
ー
キ
」
な
ど
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
作
っ
た
料
理
は
、
参
加
者

や
食
改
の
メ
ン
バ
ー
ら
で
試
食
を
し
楽

し
く
食
事
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
今
回

の
講
座
を
受
け
た
参
加
者
た
ち
に
、「
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
証
」
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
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「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
員
給
与
等
の
公
表
に
つ
い
て
」
に
基
づ
い
て
、
井
手
町
で
は
平
成　

年
度
か
ら
町
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

１０

　

な
お
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
等
は
、
税
金
や
各
種
保
険
料
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
、
い
わ
ゆ
る
「
手
取
り
額
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（　

‐
２
０
０
１
）
ま
で
。

８２

■人件費の状況（平成１６年度地方財政状況調査による）　 （平成１６年度）
（参考）１５年度の
人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
Ｂ実質収支歳出総額

Ａ
住民基本台帳人口
（年度末）

２８.７％３０.７％１,０５９,７５６千円１６９,１６３千円３,４４９,９２４千円８,７０７人
（注）人件費には、町議会議員報酬・手当、町職員に支給される給料・手当、各種行政委員に支給され

る報酬・手当などが含まれています。

■職員給与費の状況（平成１７年度一般会計予算） 　（平成１７年度）
１人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）

給　　与　　費職員数Ａ 計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料
６,５５４千円７２７,５３７千円１９３,４２３千円６９,２８９千円４６４,８２５千円１１１人

（注）職員手当とは、扶養・調整・通勤・住居・管理職・時間外勤務・特殊勤務などの諸手当です。
　　　職員数・給与費には、町長・助役・収入役・教育長および特別会計（水道・下水道）１２人の職員

を含んでいません。

■職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢の状況
 （平成１７年４月現在・平成１７年度地方公務員給与実態調査による）

技能労務職一般行政職区分 平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
５０.６歳４０２,４１３円３６６,８１３円４５.３歳４０２,４９６円３５２,７６９円井手町

公表されていません公表されていません国
（注）給料とは、いわゆる本給のみで諸手当を含まない額で、給与とは、給料と諸手当を含んだ額です。
　　　一般行政職（事務などの職員で、保育士、税務、水道などの職員は含みません）は７４名、技能労

務職は（調理・清掃などの職員）８人です。

■一般行政職の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成１７年４月現在・地方公務員給与実態調査による）

２０年から２５年未満１５年から２０年未満１０年から１５年未満
高校卒大学卒高校卒大学卒高校卒大学卒学　歴

２０年２ヶ月２３年１１ヶ月１８年１ヶ月１７年６ヶ月１０年９ヶ月１０年１１ヶ月平均経験年数
３１５,６００円３８８,０００円３０４,９００円３３２,０００円２３９,１００円２７５,１００円平均給料月額

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成１７年４月現在・地方公務員給与実態調査による）

計７級６級５級４級３級２級１級区　分
部長課長課長補佐係長・主査主事等主事等主事等標準的な職務内容

７４９１０９２１２１３１職員数（人）
１００.０１２.２１３.５１２.２２８.４２８.４４.０１.３構成比（％）

（注）本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別です。

■職員の初任給の状況 　（平成１７年４月現在）
国井手町区　分 ２年経過後初任給２年経過後初任給

１８４,４００円１７０,７００円１９１,４００円１７７,４００円大学卒一般行政職 １４８,５００円１３８,８００円１６０,２００円１４８,５００円高校卒
（注）初任給は、卒業後直ちに採用された場合の給料額です。

■特別職の報酬等の状況 （平成１７年４月現在）
給料月額等区　分
７３０,０００円
６００,０００円
５７０,０００円
２９０,０００円
２２０,０００円
２００,０００円

町　長
助　役
収入役
議　長
副議長
議　員

給　
　
　
　

料

平成１６年度支給割合区　分

６月　２．１０月分
１２月　２．３０月分

　　計４．４０月分

町　長

助　役

収入役

期
末
勤
勉
手 
当

平成１６年度支給割合区　分

６月　１．６０月分
１２月　１．７０月分

　　計３．３０月分

議　長

副議長

議　員

期
末
手
当

■昇給短縮期間の状況
技能労務職一般行政職合　計区　　　分
８人６８人７６人職員数（Ａ）

平成１７年度 ―１人１人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して
昇給した職員数（Ｂ）

―１.５％１.３％比率（Ｂ）／（Ａ）
９人６８人７７人職員数（Ａ）

平成１６年度 ―３人３人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して
昇給した職員数（Ｂ）

―４.４％３.９％比率（Ｂ）／（Ａ）

■ラスパイレス指数の状況
平成１６年度年　度
９７．０指数

（注）この指数は地方公共団体の一般行政職員の職員構成が国と
同じであると仮定し、地方公共団体の一般行政職と国の行政
職とを学歴・経験年数別に区分、職員数で加重平均して国を
１００として算出した地方公務員の平均給与額の指数です。
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■職員手当の状況 
①期末・勤勉手当（ボーナス）の支給割合 　（平成１６年度）

国井手町区　　分 勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

本町と同じ
０.７０月分１.４０月分６月
０.７０月分１.６０月分１２月
１.４０月分３.００月分計

②退職手当の状況 　（平成１７年４月現在）
国井手町区　　分

本町と同じ

勧奨・定年自己都合
２７．３０月分２１．００月分勤続２０年
４２．１２月分３３．７５月分勤続２５年
５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年
５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

定年前早期退職特別処置
（２～２０％加算）その他の加算処置

公表されていません
退職者なし１人当たり平均支給額

（平成１５年度退職者）
自己都合 ０円
勧奨・定年 ２２，９４８，９９０円

１人当たり平均支給額
（平成１６年度退職者）
（注）本町の勧奨退職は、勤続２０年以上で、年齢５０歳以上５８歳までの職員を対象とする

退職制度です。退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数によって
支給額を算出します。１人当たりの平均支給額は、各年度に退職した職員の平均
額です。

③調整手当の支給状況 （平成１６年度一般会計決算見込額）
国井手町区分

勤務する地域に
よって支給率が
異なりますが最
高支給率は１２％

５％支給率
１１２人支給対象職員数

２１８,１１９円支給対象職員１人当たり
の 平 均 支 給 年 額
④特殊勤務手当の支給状況 （平成１６年度一般会計決算見込額）

全職種区分

３.４５％全 職 員 に 占 め る
手当支給職員の割合

２５,３８２円支 給 対 象 職 員
１人当たり平均支給年額

３種類手 当 の 種 類
清掃作業に従事する
職員の特殊勤務手当代表的な手当の名称

⑤時間外勤務手当の支給状況 （平成１６年度一般会計決算見込額）
１６,６１４千円支給総額

平成１６年度
１４８千円職員１人当たり支給年額

■部門別職員の状況
 （各年４月１日現在・定員管理実態調査による）

対前年
増減数

職員数（人）部　門 平成１７年平成１６年
　０　２　２議　会

一般行政

▲１ ２２ ２３総　務
　０　８　８税　務
▲１ ３８ ３９民　生
　０ １０ １０衛　生
　０　４　４農　林
　０　１　１商　工
　０　７　７土　木
　０ １３ １３教　育特別行政
▲２１０５１０７小　　計
　０　６　６水　道公営企業

等会計
　０　６　６下水道
　０　６　６国保等
　０ １８ １８小　　計
▲２１２３１２５合　　計

（注）職員数には、一般職に属する職員数であり特別職
（町長・助役・収入役）および、嘱託・臨時・非常
勤職員は含まれていません。

⑥扶養・住居・通勤手当の状況　（平成１７年４月現在）
国井手町

本町と同じ

◎扶養親族である配偶者 １３,５００円
◎扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目
の子等 ６,５００円

◎配偶者以外の扶養親族
・２人目までは、１人につき ６,０００円
・配偶者がいない場合は、そのうち１人につい
ては 　１１,０００円

・３人目以降、１人につき 　５,０００円
◎１６歳から２２歳までの子 　５,０００円加算

扶
養
手
当

◎持ち家（ただし
新築または購入
した住宅は、そ
の日から起算し
て５年間の職
員）

　本町と同じ　
◎家賃支払の職員
　本町と同じ

◎職員が世帯主でその所有に係る住宅で新築ま
たは購入した住宅は、その日から起算して５
年間 　２,５００円

◎家賃支払いの職員
　月額２３,０００円以下の家賃
 　家賃額－１２,０００円＝支給額
　月額２３,０００円を超える家賃
　（家賃額－２３,０００円）×１/２＝①　１６,０００円＝
②　（①、②のうち額が少ない方）＋１１,０００円
＝支給額 　（最高２７,０００円）

住
居
手
当

 
国井手町

本町と同じ

◎交通機関を利用する職員
　運賃相当額が５５,０００円までの者 　全額支給
◎片道２㎞未満　支給なし
◎自動車等の利用者
　通勤距離片道２㎞以上５㎞未満　 ２,０００円
　５㎞以上１０㎞未満 　４,１００円
　１０㎞以上１５㎞未満 　６,５００円
　１５㎞以上２０㎞未満 　８,９００円
　２０㎞以上２５㎞未満 　１１,３００円
　２５㎞以上３０㎞未満 　１３,７００円
　３０㎞以上３５㎞未満 　１６,１００円
　３５㎞以上４０㎞未満 　１８,５００円
　４０㎞以上４５㎞未満 　２０,９００円
　４５㎞以上５０㎞未満 　２１,８００円
　５０㎞以上５５㎞未満  　　２２,７００円
　５５㎞以上６０㎞未満　 ２３,６００円
　６０㎞以上 　２４,５００円

通
勤
手
当

■定員適正化計画の年次別進捗状況
 （各年４月１日現在）

定員適正化計画
による数値目標
（１７年４月）

１７年

（５年目）

１６年

（４年目）
区　分

１０２人　 ９２人 ９４人職 員 数一 般 行 政 ―▲２人―対前年度増減
 １６人　 １３人 １３人職 員 数特 別 行 政 ―――対前年度増減
 １６人　 １８人 １８人職 員 数公営企業等 ―――対前年度増減
１３４人 １２３人１２５人職 員 数合　 計 ―▲２人―対前年度増減

（注）定員適正化計画とは、各部門において業務内容等を勘案し、職員配
置、定数の適正化を推進するための職員数の指標を示したもので
す。近年の厳しい社会経済情勢の中で、事務事業の見直しや効率
化を進め、「最小の職員数で最大の効果をあげること」を目指し、平
成１３年から平成１７年までの５年間で定員の適正化を図る計画をし
ています。
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地
域
の
河
川
美
化
な
ど
を
通
じ

て
環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
よ
う

と
、
府
山
城
広
域
振
興
局
で
行
う

「
山
城
う
る
お
い
水
辺
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
」
の
発
足
式
が
、

　

月
４
日
（
火
）
宇
治
総
合
庁
舎

１０で
行
わ
れ
、
京
都
府
が
管
理
し
て

い
る
河
川
の
美
化
運
動
や
保
全
運

動
を
行
っ
て
い
る
、
井
手
町
や
城

陽
市
・
久
御
山
町
な
ど
の
９
団
体

に
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
各
団
体
が
活
動
を
し

て
い
る
京
都
府
の
管
理
河
川
で
の

活
動
区
間
や
、
内
容
、
安
全
対
策

な
ど
を
明
記
し
、
団
体
と
府
土
木

事
務
所
、
町
の
３
者
で
事
業
協
働

協
定
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
そ

の
協
定
書
に
基
づ
き
活
動
用
具
の

貸
与
や
保
険
の
加
入
な
ど
を
京
都

府
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
清
掃
活
動
で

回
収
し
た
ご
み
な
ど
の
処
分
を
町

が
支
援
し
ま
す
。

　

今
回
井
手
町
か
ら
、
３
団
体
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
山
城
う
る
お
い
水
辺
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
で
認
定
さ
れ
た
団

体
（
町
内
の
団
体
）

【
青
谷
川
多
賀
堤
を
美
し
く
す
る

会
（
村
田
勇
会
長
＝　

人
）】

６８

　

青
谷
橋
か
ら
梅
渓
橋
ま
で
の
青

谷
川
堤
防
の
清
掃
・
除
草
活
動
。

草
花
の
植
え
付
け
、
交
流
会
の
開

催
。

【
井
手
町
井
堤
保
勝
会（
宮
本
安
会

長
＝
３
０
７
人
）】

　

橋
本
橋
か
ら
国
道　

号
ま
で
の

２４

玉
川
の
美
化
清
掃
。

【
南
谷
川
桜
を
守
る
会（
木
田
昭
徳

会
長
＝　

人
）】

１５

　

岩
倉
橋
付
近
か
ら
国
道　

号
ま

２４

で
の
南
谷
川
の
清
掃
活
動
。
動
植

物
の
保
全（
桜
や
ホ
タ
ル
）。
谷
川

ホ
タ
ル
公
園
で
の
桜
ま
つ
り
。

�
�
�
�
�

　
　
　
　
　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

　
 
〃 
準
優
勝　

東
部
区

　
 
〃 
３
位　
　

西
部
区

�
�
�
�
�
�
�

　

優
勝　
　

石
垣
区

　

準
優
勝　

玉
水
区

　

３
位　
　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

優
勝　
　

東
部
区

　

準
優
勝　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

　

３
位　
　

北
部
区

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

優
勝　
　

東
部
区

　

準
優
勝　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

　

３
位　
　

北
部
区

�
�
�
�
�
�
�
�

　

優
勝　
　

南
区

　

準
優
勝　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

　

３
位　
　

北
区

�
�
�
�
�
�
�

　

優
勝　
　

西
部
区

　

準
優
勝　

東
部
区

　

３
位　
　

北
区

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

優
勝　
　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

　

準
優
勝　

東
部
区

　

３
位　
　

西
部
区

第３４回
町民体育大会
区対抗などの
主な競技結果

災
に
よ
る
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者

の
低
減
・
早
期
発
見
・
被
害
の
軽
減

に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

▼
適
用
時
期

�
新
築
住
宅
は
、
平
成　

年
６
月
１

１８

日
か
ら
設
置
義
務
と
な
り
ま
す

�
既
存
住
宅
（
す
で
に
お
住
ま
い
の

住
宅
）
は
、
平
成　

年
６
月
１
日
か

１８

ら
平
成　

年
５
月　

日
ま
で
に
設
置

２３

３１

し
て
く
だ
さ
い

▼
設
置
場
所

①
寝
室

②
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段

③
寝
室
の
あ
る
階
か
ら
２
階
下
の
階

の
階
段

④
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
２
以
上
う
え

に
あ
る
階
に
居
室
が
あ
る
場
合
、

そ
の
最
上
階
の
階
段

⑤
①
か
ら
④
ま
で
に
該
当
し
な
い
階

で
７ 
㎡ 
以
上
の
居
室
が
５
以
上

あ
る
階
の
廊
下

⑥
台
所

※
火
災
報
知
器
設
置
に
関
す
る
悪
質

な
販
売
業
者
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

�
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
訪
問

し
、
販
売
を
し
た
り
特
定
の
業
者
に

販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
業
者
の
服
装
や
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
署
井
手

分
署
（
℡　

‐
３
０
０
０
）
ま
た
は

８２

役
場
総
務
課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）

８２

ま
で

�
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

消
火
器
の
点
検
を
装
っ
た
、
悪
質

業
者
の
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
悪
質
業
者
は
、
狙
っ
た

事
業
所
な
ど
に
①
事
前
に
電
話
を
か

け
て
き
て
信
用
さ
せ
、
②
本
社
な
ど

か
ら
の
依
頼
を
装
い
、
③
点
検
の
承

諾
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
と
勝
手

に
点
検
作
業
を
し
た
り
、
④
不
正
な

契
約
書
に
署
名
捺
印
を
求
め
た
り
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
れ
た

ら
、
書
類
（
契
約
書
）
な
ど
に
捺
印

せ
ず
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め

た
り
、
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�

��

�
�
�
�
�
�
��
	


�
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�
�

�
�
�
�
�
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消
防
法
が
改
正
さ
れ
、『
戸
建
て
住

宅
』『
店
舗
併
用
住
宅
』『
共
同
住
宅
』

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火
災

の
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
音
声
や
警

報
音
等
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る

も
の
で
す
。
電
源
は
交
流
式
と
電
池

式
の
２
タ
イ
プ
が
あ
り
、
住
宅
内
の

天
井
若
し
く
は
壁
面
に
取
り
付
け
ま

す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
火

町
内
か
ら

　

３
団
体
が
認
定

山
城
う
る
お
い
水
辺
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業



　　　　���������

ご
存
知
で
す
か
？ 

「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
」

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂

は
、
平
成　

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

１５

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
井
手
町

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
（　

団
体
）

１２

に
よ
っ
て
構
成
す
る
「
井
手
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
よ
っ
て
管

理
運
営
さ
れ
、
会
合
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
様
々
な
行
事
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
体
制
や
井
手
町

の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
の
再
検

討
を
行
う
た
め
に
、「
住
民
主
体
の

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
事
業
」
と
称

し
て
、
関
西
学
院
大
学
よ
り
講
師

を
招
い
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
勉
強

会
」
や
、
旧
生
野
町
（
現
朝
来
市
）

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
「
交
流

会
」
等
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

椿
坂
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の 

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

今
月
か
ら
、
広
報
紙
で
椿
坂
の

情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

来
月
号
か
ら
は
椿
坂
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
協
議
会
加
入
団

体
の
紹
介
等
の
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
椿
坂
を
知
ら
な
か
っ

た
方
や
、
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
も

来
館
さ
れ
た
こ
と
の
無
い
方
も
是

非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

〜
農
業
所
得
を
水
稲
所
得 

　

標
準
で
申
告
さ
れ
て
い 

　

る
農
家
の
皆
様
へ
〜

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
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農
業
所
得
の
申
告
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
の
額
を

差
し
引
い
て
計
算
す
る
「
収
支
計

算
」
が
原
則
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

収
支
計
算
が
困
難
な
小
規
模
の
米

作
農
家
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
申

告
の
目
安
と
し
て
水
稲
所
得
標
準

を
適
用
し
て
申
告
さ
れ
て
い
た
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成　

年
１７

分
を
最
後
と
し
て
水
稲
所
得
標
準

が
廃
止
さ
れ
た
後
（
平
成　

年
１

１８

月
１
日
以
降
）
は
、
す
べ
て
収
支

計
算
に
よ
っ
て
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
収
支
計
算
」
の
た
め
に
は
、
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら　

月　

日

１２

３１

ま
で
の
１
年
間
の
農
業
に
関
す
る

金
額
が
わ
か
る
書
類
（
通
帳
、
出

荷
・
売
上
伝
票
、
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
）
の
保
存
を
習
慣
付
け
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

宇
治
税
務
署
（
℡　

‐
４
１
４
１
）

４４

役
場
税
務
課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）

８２

ま
で
。

��������

��������	��������	
��� ��

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
加
入 

団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　

井
手
町
内
に
お
い
て
団
体
で
活

動
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
、
個
人

の
方
で
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
役
場

企
画
財
政
課
内　

℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

宇
治
税
務
署
・
役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●年末調整説明会の日程
所　在　地会　　　場開催日時

宇治市折居台１－１（℡０７７４－３９－９３３３）宇治市文化センター（小ホール）
１２月１日（木）１０：００～１２：００

　　　　　　１４：００～１６：００

京田辺市草内美泥２２－２（℡０７７４－６４－８８１０）京田辺市立中部住民センター（せせらぎ）１２月２日（金）１４：００～１６：００

相楽郡木津町木津宮ノ内９２（℡０７７４－７２－８８００）木津町中央交流会館いずみホール１２月６日（火）１４：００～１６：００

●農業所得のための収支計算説明会の日程
所　在　地会　　　場開催日時

京田辺市田辺鳥本１－２京都やましろ農業協同組合　本店１２月８日（木）１３：３０～１５：３０
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ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
も

受
け
た
方
は
、
改
正
後
の
制
度
に

よ
る
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
の
対
象
者
（
生
後　

ヶ
月

１２

〜　

ヶ
月
未
満
に
あ
る
者
）
で
あ

９０
っ
て
、
ま
だ
麻
し
ん
と
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
お
子

様
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
予
防

接
種
を
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１８

３１

に
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

京
都
府
ア
ス
ベ
ス
ト
特
別

健
康
診
断
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
山
城
北

保
健
所
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
診

断
を
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
に
申
し
込

１８

１０

ん
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

府
内
在
住
の
、
原
則
と
し
て　
３０

歳
以
上
で
次
に
該
当
す
る
方

�
過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所
に
就
労
し
て
い
た
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
商
品
等
を
扱

う
自
営
業
の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種
の
家
族

の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業
所
の
周

平
成　

年
４
月
か
ら 

１８

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種 

の
受
け
方
が
変
わ
り
ま
す

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
来
年
４
月
か
ら
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
受
け
方

が
変
わ
り
ま
す
。
未
接
種
の
方
は

来
年
３
月　

日
ま
で
に
受
け
ま
し

３１

ょ
う

▼
接
種
方
法
が
変
わ
る
日

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１８

▼
変
更
内
容

１
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
ワ
ク
チ

ン
が
一
つ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
と

な
り
ま
す
。

２
、
接
種
時
期
が
こ
れ
ま
で
の
生

後　

ヶ
月
〜　

ヶ
月
（
７
歳
６

１２

９０

ヶ
月
）
未
満
で
各
１
回
か
ら

�
第
１
期

　

生
後　

ヶ
月
〜　

ヶ
月
未
満
に

１２

２４

１
回

�
第
２
期

就
学
１
年
前
〜
就
学
の
前
日
ま
で

（
年
長
児
）に
１
回
の
計
２
回
接
種

と
な
り
ま
す
。

　

現
行
制
度
の
麻
し
ん
、
風
し
ん

辺
に
居
住
又
は
、
居
住
歴
の
あ

る
方

�
�
�
�
�
�
�
�

�
問
診
（
仕
事
の
内
容
や
ア
ス
ベ

ス
ト
の
関
連
す
る
項
目
）

�
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
診

※
実
施
日
時
は
申
し
込
み
時
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い

※
診
断
は
無
料
で
す

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
山
城
北
保
健
所
保
健
室
（
℡

　

-  
２
１
９
２
）
ま
で

２１

井
手
町
ア
ス
ベ
ス
ト
特

別
健
康
診
断
事
業
の
実

施
に
つ
い
て

　

特
別
診
断
は
平
成　

年
６
月
に

１７

実
施
し
た
「
肺
が
ん
検
診
」
を
受

け
ら
れ
た
方
の
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線

写
真
を
再
度
読
影
す
る
形
式
で
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
平
成　

年
３

１８

月　

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

１０
さ
い
。

�
�
�
�

　

平
成　

年
６
月
実
施
の
「
肺
が

１７

ん
、
結
核
検
診
」
を
受
け
ら
れ
た

方
で
次
に
該
当
す
る
方

�
過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所
に
就
労
し
て
い
た
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
商
品
等
を
扱

う
自
営
業
の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種
の
家
族

の
方

�
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業
所
の
周

辺
に
居
住
又
は
、
居
住
歴
の
あ

る
方

�
�
�
�
�
�

�
問
診
（
仕
事
の
内
容
や
ア
ス
ベ

ス
ト
の
関
連
す
る
項
目
）

�
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
を
再
度

読
影
す
る

※
診
断
は
無
料
で
す

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

-  
３
３

８２

８
５
）
ま
で

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

��������
��������	
�
��������	
���
�������


���������	
��		�

日時●12月13日（火） 午前10時～午後3時
場所●京田辺市中部住民センター
主催●綴喜地方生活改善グループ連絡協議会

山城地域の食と文化を楽しむ交流会で、農村女性がつたえる 
郷土料理を味わい手づくりの技が学べます

プ
ロ
グ
ラ
ム

午前の部　講演「地産地消　農村女性からの発信」
　　　　　講師　食育・料理研究家　坂本 廣子氏
午後の部　体験講座（要参加費：300～500円・要予約：11月30日まで）

京都府山城北普及センター（℡62-8686）まで

● ハレの日のごちそう　さば寿司の実演、販売
● 農家の古布「伊勢もめん」の刺子教室
● 郷土料理（いとこ汁、花菜ごはん）教室
● 小かぶの葉寿司教室、試食
● 京の漬け物教室　試食、実演、販売
● 手づくりこんにゃくの田楽試食、紫黒米の甘酒試飲

お申し込み・
お問い合わせは



　　　　����������

　

日
本
に
来
て
二
ヶ
月
以
上
が
た
ち
ま
し

た
、
私
は
新
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
「
S
p
o
r
t
s
D
a
y
」
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
体
育
祭
の
こ
と
を
「
ス
ポ
ー

ツ
デ
イ
」
と
呼
び
ま
す
。
日
本
の
体
育
祭
が

ア
メ
リ
カ
の
「
S
p
o
r
t
s
D
a
y
」
と

全
く
違
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
大
き
な
違

い
は
体
育
祭
に
お
け
る
す
べ
て
が
グ
ル
ー
プ

で
協
力
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
競
技
が
グ
ル
ー

プ
中
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ

カ
で
も
ゲ
ー
ム
の
多
く
が
集
団
競
技
で
す

が
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
協
力
性
と
い
っ
た

も
の
よ
り
、
各
個
人
の
力
に
よ
っ
て
勝
ち
負

け
が
決
ま
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
協

力
し
、
勝
つ
為
に
が
ん
ば
る
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
両
親
や
教
師
を
含
む
み

ん
な
が
競
技
に
参
加
し
て
、
体
育
祭
を
楽
し

む
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
両

親
も
「
S
p
o
r
t
s
D
a
y
」
に
来
ま
す

が
、
自
分
達
の
席
か
ら
た
だ
見
る
だ
け
で

す
。
そ
の
た
め
、
私
は
生
徒
達
が
家
族
で
綱

引
き
や
親
子
競
争
と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
姿
を
楽
し
ん
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

竹
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
カ
ン

ザ
ス
は
竹
が
な
い
の
で
、
私
た
ち
が
竹
に
触

れ
る
機
会
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ

て
竹
の
ゲ
ー
ム
を
見
る
の
は
初
め
て
で
、
特

に
皆
が
台
風
ゲ
ー
ム
の
目
で
竹
を
跳
び
超
え

て
い
る
と
こ
ろ
は
よ
か
っ
た
で
す
。
も
う
ひ

と
つ
、
井
手
町
体
育
大
会
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
綱
引
き
に
参
加
し
て
、
私

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������
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�
�
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　いづみ人権交流センターでは、すべての人が光り輝く社会をめざして、身近に人権について
考えともに学習を深めあう場として、人権講座「きらめき」を開催します。参加を広く呼びか
けていますので、是非この機会に受講してください。
《人権講座「きらめき」》

日　時／11月18日（金）午後７時～９時
テーマ／「今、子どもたちのためにできること」～里親運動の実践から～
講　師／家庭養護促進協会事務局長　橋本　明 さん
日　時／11月22日（火）午後７時～９時
テーマ／「部落差別は今なぜあるのか？前編」
講　師／関西大学　上杉　聰 さん
日　時／11月29日（火）午後７時～９時
テーマ／「部落差別は今なぜあるのか？後編」
講　師／関西大学　上杉　聰 さん
＊場所はいずれも、いづみ人権交流センター
＊お申し込み・お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡82‐3380）まで

���������	
��
���
��

の
チ
ー
ム
は

優
勝
し
ま
し

た
。
ま
だ
来

て
間
も
な
い

私
を
競
技
に

誘
っ
て
も
ら

え
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
み

ん
な
で
競
技

を
し
、
ア
メ

リ
カ
と
は
異

な
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る

こ
と
が
で
き

て
、「
s
p
o

r
t
」
の
秋

を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
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日
時
／　

月
５
日
（
月
）

１２

　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

講
師
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
人
権
・
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

五
島
真
里
為
さ
ん

「
い
の
ち
響
き
あ
っ
て
」〜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
通
し
て
人

権
と
共
生
を
考
え
る
〜

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１１

１１

　
　

／　

月
９
日
（
金
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
込
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
干
支
（
犬
）
飾
り
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１２

１４

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
木
）

１１

２４

　
　

／　

月
８
日
（
木
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

対
象
／　

歳
以
上

４０

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／　

月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１１

１１

２５

　
　

／　

月
９
日
（
金
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／　

月　

日
（
月
）

１１

２１

　
　

／　

月
８
日
（
木
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

《
ビ
ー
ズ
手
芸
》

日
時
／　

月　

日
（
木
）・　

日
（
火
）

１１

２４

２９

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

持
ち
物
／
マ
チ
針
・
ガ
ー
ゼ
の
ハ
ン
カ
チ

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１１

１６

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

�
�
�
�
�
�
�
�
	



日
時
／　

月　

日
（
火
）

１１

２２

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

＊　

月　

日
（
木
）
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ

１１

１７

さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



日
時
／　

月　

日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時

１１

１５

講
師
／
第
三
錦
林
小
学
校
教
頭　

津
知
隆
一
さ
ん

「
人
・
出
会
い
・
き
ず
な
」〜
歌
と
語
り
を
通
し
て
〜

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


日
時
／　

月　

日
（
金
）

１１

２５

　
　
�
午
前　

時
半
〜
正
午

１１

　
　
�
午
後
３
時
〜
３
時
半

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

平
成　

年
度「
障
害
者
週
間
」 

１７

啓
発
事
業 　

月
３
日
〜
９
日

１２

日
時
／　

月
６
日
（
火
）

１２

　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

１５

場
所
／
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

内
容
／

�
記
念
式
典
・
舞
台
発
表

�
記
念
講
演
「
い
き
い
き
と
し
た
町
づ
く
り
」

　

講
師
／
早
川
一
光　

氏

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／　

月　

日
（
火
）

１１

２２

　
　

／　

月　

日
（
火
）

１２

１３

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
土
）・　

日
（
土
）

１１

１２

１９

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／　

月　

日
（
土
）

１１

２６

　
　

／　

月
３
日
（
土
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１１

１１

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１１

２５

　
　

／　

月
９
日
（
金
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」 

電
話
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を

め
ぐ
る
家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
）、
職
場
内

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
）の
悩
み
事
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に

つ
い
て
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
秘
密
厳
守
で
電

話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

�
人
権
擁
護
課　
　

月　

日
（
日
）

１１

２０

�
人
権
擁
護
課
及
び
各
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日
（
月
）・　

日
（
火
）

１１

２１

２２

　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

�
�
�
�
�

�
京
都
地
方
法
務
局
人
権
援
護
課
（
℡
０
７
５
‐

２
３
１
‐
２
０
１
４
・
２
１
８
１
・
２
１
８
５
）

�
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
（
℡
０
７
７
４
‐

　

‐
４
１
４
４
）

２４
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（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）
午
後
１
時

１１

１５

２９

半
〜
３
時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／　

月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１２

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）

１１

１６

　
　

／　

月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１２

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
母
子
手
帳

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１１

１４

２８

　
　

／　

月　

日
（
月
）

１２

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

１１

２１

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
（
宇
治
市
宇
治
若

森
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所

（
℡　

‐
２
９
１
１
）
ま
で

２１寄
付
が
あ
り
ま
し
た

▽
相
楽
西
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
（
澤
見
利
夫
代
表

く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／　

月　

日
（
火
）

１２

１３

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／　

月
８
日
（
火
）

１１

�
生
後
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ

９０

け
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く
だ

１８

さ
い

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

《
離
乳
教
室
》

日
時
／　

月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１２

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１１

２１

２８

　
　

／　

月
５
日
（
月
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／　

月　

日
（
月
）

１１

１４

　
　

／　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１２

１２

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

１１

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

１１

２４

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１２

１６

対
象
／
Ｈ　

・
５
・
１
か
ら
Ｈ　

・
８
・　

生
ま
れ

１５

１５

３１

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／　

月
２
日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ　

・
４
・
３
か
ら
Ｈ　

・
７
・
２
生
ま
れ

１４

１４

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
１
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／　

月
６
日
（
火
）

１２

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し
て

��������������

�������
��������

���
��������

���������
���������

���
���
���

���
��������
�������

自衛官等募集案内（平成１７年度）

��������	
��
���
��������	
���
��������������������

�

世
話
人
）か
ら「
教
育
振
興
費
」に
３
万
円
の
寄
付

▽
藤
林
清
子
さ
ん
（
上
井
手
区
）
か
ら
「
保
育
園

備
品
」
に
５
万
円
の
寄
付

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
善
意
の
寄
付
金
を
教
育
振

興
や
保
育
園
備
品
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す 
。く

ら
し
の
資
金
貸
し
付
け 

申
し
込
み
受
付

日
時
／　

月　

日
（
水
）・　

日
（
木
）
午
前
９
時

１２

１４

１５

〜
午
後
４
時

受
付
／
役
場
福
祉
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

国
勢
調
査

調
査
票
へ
の
記
入
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。



��������������

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	
　
　

月
１１

�
�
�
�

「
て
の
ひ
ら
の
迷
路
」 

石
田
衣
良

「
亡
命
者　

ザ
・
ジ
ョ
ー
カ
ー
」

 

大
沢
在
昌

「
か
ん
じ
き
飛
脚
」 

山
本
一
力

「
き
み
の
友
達
」 

重
松
清

「
恋
せ
ど
も
、
愛
せ
ど
も
」 

唯
川　

恵

「
新
リ
ア
王
」
上
・
下 

高
村　

薫

「
激
流
」 

柴
田
よ
し
き

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

☆�
�
��
�
�
�
�
�

��

��

�
　

月　

・　

・　

・　

・　

日

１１

１４

２１

２４

２５

２８

�
　

月
５
・　

・　

・　

〜　

日

１２

１２

１９

２６

３１

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

�
�
�
�

「
が
ん
ば
れ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」

 

ハ
ー
デ
ィ
・
グ
ラ
マ
ト
キ
ー

「
バ
ー
バ
パ
パ 
か
せ
い
へ
い
く
」

 

Ａ
・
チ
ゾ
ン

「
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
と
ボ
タ
ン
タ
ン
」

 

堀
川　

波

「
ま
ん
ま
る
お
つ
き
さ
ま
を
お
い
か
け

て
」 

ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス

☆�
�
��
�
�
�
�
�
�
	

��

��

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　

月　

日
（
土
）

１１

１２

　

月　

日
（
土
）

１２

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　

月　

日
（
土
）

１１

１９

　

月　

日
（
土
）

１２

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

すらすら読める源氏物語
瀬戸内寂聴
「読んでみたいけど長すぎて」
「抄訳本だと物足りない」とい
う人のための手軽に読める源
氏物語。著者がお薦めの帖を
総ルビつきの原文と口語訳で
収める。上巻には「桐壷」か
ら「藤裏葉」までの３３帖から
８帖を収録。

“It”（それ）と呼ばれた子   第１巻 
デイブ・ペルザー
ぼくの１日は、キッチンにた
まったお皿を洗うことから始
まる。決められた時間に全部
洗わないと、叩かれ、朝ごは
ん抜きになる。何も食べてい
ないから、お腹がすいてふら
ふらする…。虐待を生きぬい
た少年の物語。ジュニア版。

かいけつゾロリの大どろぼう 
原ゆたか
ブルルーブルびじゅつかんに
ある「モニャリザ」に見とれ
ていたゾロリ。大どろぼうの
グラモの計画を聞き、イシシ
とノシシを呼び寄せて、「モニ
ャリザ」を盗みに行きますが
…。初回限定のおやじギャグ
ドリルと金ピカカバー付。

ジャッキーのおたんじょうび 
あだちなみ
１２ひきのくまのこたちは、今
日もなかよく暮らしています。
今日は、１２番目のたった１人
の女の子、ジャッキーの待ち
に待ったお誕生日です。お兄
ちゃんたちはお誕生会の準備
で、それはそれは、大忙しな
のです…。
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�
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�
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�
�
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�
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�
�
�
�

�
�
承
認
の
申
請
を
受
け
た
「
免
除
」
と
、
理
由

も
な
く
支
払
わ
な
い
「
未
納
」
に
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
で
は
将
来
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や

受
け
取
れ
る
金
額
が
大
幅
に
下
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
保
険

料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
、
保
険
料
全
額
免
除
、

半
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
（　

歳
未
満
）
の

３０

申
請
が
で
き
ま
す
。

　
「
免
除
」
と
「
未
納
」
の
違
い
は
、
①
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
免
除

の
場
合
、
免
除
期
間
も
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
が
未
納
期
間
は
入
り
ま
せ
ん
。
次
に
受
け
取
る

年
金
額
は
、
免
除
を
受
け
て
い
る
場
合
、
免
除
期

間
は
納
め
た
と
き
の
全
額
免
除
で
３
分
の
１
、
半

額
免
除
で
３
分
の
２
の
額
が
受
け
取
れ
ま
す
。
若

年
者
納
付
猶
予
及
び
未
納
期
間
は
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
余
裕
が
で
き
た
場
合
で
す
が
、
免
除
が　

年
前

１０

の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
年
金
額
を
増
や
せ
る
の
に
対
し
、
未
納
で
は

２
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
納
め
ら
れ

な
い
場
合
は
、
申
請
を
し
て
必
ず
保
険
料
の
免
除

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。
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����その他の日
�収集時や破砕に事故が
　発生していますので、
　分別収集します。
�必ず使い切ってから出
　すようにしましょう。
���（その他のごみと
　は別袋にすること。）

 ������ 
����その他の日
���������中身の見える袋に入れて下さい

家庭・オフィスでできる　省エネ
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※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。

▼冷暖房

温度管理をすると省エネ
効果アップ
�エアコン運転時に、暖
房は20℃、冷房は28
℃ を目安に温度設定を
する。
�電気カーペットは部屋の広さや用途にあった
ものを選ぶ
�冷暖房機器は不必要なつけっぱなしをしない
ように気を付ける
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～～～～～～井井井井井井手手手手手手町町町町町町自自自自自自然然然然然然～井手町自然
ガガガガガガイイイイイイドドドドドドブブブブブブッッッッッッククククククかかかかかからららららら～～～～～～ガイドブックから～

����������

����イネ科
����オバナ
����日本各地
　山や野原、河川敷など、日当たり
のよいところに生えている多年草で

す。高さは２メートルほどに
なります。秋の七草の一つと
して昔から人々に親しまれて
きました。
　かつては、家畜のえさや肥
料にするため、また、かやぶ
き屋根の材料に用いるため
に、人手を入れてススキ草原
を保っていました。
　井手町では、昔はススキを
用いてほうきを作ったそうで
す。実が飛んだ後の穂の部分
がほうきの掃く部分になりま
す。
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